
原 著原 著

米国在住日本人HIV感染者の医療�社会資源活用状況および
性行動と薬物使用に関する研究

根 本 透+�� 橋本 充代,�� 日高 庸晴-�� 岳中 美江.�, /�� 鬼塚 直樹+�

+�カリフォルニア大学サンフランシスコ校エイズ予防研究センタ�
,�獨協医科大学公衆衛生学教室

-�京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻国際保健学講座
.�財団法人エイズ予防財団

/�国立大阪病院

目的 : 米国在住日本人HIV感染者の医療受診� AIDS Service Organization (ASO� 等の援助組織
の社会資源利用状況� 及びHIV感染関連行動を明らかにすることにより� HIV感染者を対象とし
た医療� 及び心理�社会的援助介入プログラムの充実を図る�
方法 : 対象者は� サンフランシスコ� ロスアンジェルス� ニュ�ヨ�ク市在住の日本国籍HIV感
染者 ,/名である�対象者は�ASOで働く日本人カウンセラ�を介して募られ�対面又は電話による
質的半構造化インタビュ�が匿名で行われた�
結果 : 殆どの対象者が米国市民権�永住権所持に関わらず� 医療保険 �AIDS Drug Assistance

Program等� や ASOの提供する社会的サ�ビスを享受していた� 対象者の 2*�が性的接触による
感染で� 0*�が過去 +年間にカジュアルセックスをしていた� アナルセックスに比べオ�ラルセッ
クスでのコンド�ム常時使用者は低く� ..�が飲酒�薬物影響下でのカジュアルセックスがあっ
た�
結論 : 米国在住日本人HIV感染者は� 現在享受しているHIV治療や医療保険に満足していた

が� 精神面でのさらなるサポ�トの必要性が明らかになった� 今後� HIV�性感染症予防のため�
HIV感染者である在米日本人やアジア系移民を対象にしたセイフセックス �オ�ラルセックス時の
コンド�ム使用等� を促進するための� 社会�文化�環境面での調査研究の必要性が示唆された�
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緒 言

今日� 仕事や留学その他の理由で米国に短期滞在する日
本人は増加の一途を�っており� 在米日本領事館によると
+333年現在ニュ�ヨ�クには /0,2-3人� サンフランシス
コは +*,/1,人の日本人が滞在しており+�� 観光ビザによる
滞在者を含めると米国大都市における滞在者は相当数にの
ぼると考えられる�

Asian and Pacific Islander �API : アジア及び太平洋諸島
系� 米国人のエイズ患者数は米国内で /,21*人,�と報告さ
れ� その数は他の人種�民族から比べると低いが� +321年
から +333年までのサンフランシスコにおける APIエイズ

患者の増加率は .12�-�であり� その増加率は人種�民族
グル�プ中 ,番目に高く� その数は年�増加している�
米国疾病予防管理センタ��CDC�,�によると�API米国
人のエイズ患者の 00�はMSM �Men who have Sex with

Men�で�そのうち /�はMSMの薬物静注者であり� API

MSM間の感染の拡大は深刻である�
米国の大都市においては� API米国人や移民を対象とし
たHIV予防啓発�介入プログラムや治療に関するケ�ス
マネ�ジメント等のサ�ビスを提供する AIDS Service Or-

ganization �ASO� が存在し� 英語や米国文化�制度の理解
に手助けを必要とする移民を対象とした母国語による電話
相談を提供するところもある� APIを対象とした多くの
サ�ビスは� HIV予防の一環として米国政府及び州�市か
ら財政的援助を得ている� 利用者は米国市民権及び永住権
�グリ�ンカ�ド�の保持に関わらず受給が可能であり�た
とえ日本人旅行者であってもこれらのプログラムを利用す
ることができる� サンフランシスコ� ロスアンジェルス�
及びニュ�ヨ�クではこのような ASOが存在し� HIV�
AIDS関連の社会資源は豊富である�
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しかし� API間には今なおHIV�AIDSに対する強い偏
見があり� さらにその大多数がアジア諸国からの移民であ
ることを考慮すると� その患者数は過小報告されているで
あろう.�� また� 多くの APIは英語を母国語としないため
英語でのHIV�AIDS予防啓発メッセ�ジは届きにくく�
HIV抗体検査率も低い� さらに精神疾患系の治療と同様�
病状進行後にカウンセリングや医療プログラムを利用する
傾向が高い/, 0��
このような状況下で� 米国滞在中の日本人にはさらなる
障害が存在する� まず� 日本語でのプログラム提供は大都
市に限られ� プログラムの多様性やアクセスも十分とは言
いがたい� 例えば感染リスクの高い日本人のMSMや薬物
使用者を対象としたアウトリ�チプログラムは殆ど存在し
ない� また� 米国在住中にHIV感染が判明した場合� ASO

で働く日本語を話すカウンセラ�と連絡をとることが可能
であるが� 米国における日本人相互間のネットワ�ク及び
コミュニティ�が狭いため� 他の日本人に自分のHIV感
染を知られてしまうことを恐れたり� 英語力があり米国の
システムに熟知している場合は� このようなサ�ビスを活
用しないことも推定される� よって� 米国在住の日本人
HIV 感染者の医療� 再感染予防� 及びサポ�トプログラ
ム利用の現状把握は� 今後のプログラムの充実を図る上で
重要であろう�
最新医療技術を享受できる欧米や日本において� 多くの

HIV感染者は投薬により発症予防が可能である今日�
AIDSはもはやコントロ�ルできる疾病の一つとなりつつ
ある�これらの状況は�人�のHIV予防に対する意識や実
践 �性行動や薬物使用� に影響しており� 米国ではエイズ
による年間死亡数は減少しているが� Persons Living with

AIDS及びHIV感染者数は増加している1�� 特に性的にア
クティブな感染者の性行動 �例えばセックス時のコンド�
ム使用� や性交相手との感染予防に関するコミュニケ�
ションを� 感染者の立場から明らかにすることは今後の感
染予防及びサポ�トプログラムの構築に重要である�

目 的

米国在住日本人HIV感染者について� +�医療受診状況�
,� サポ�トグル�プ等の社会資源活用状況� -� 性行動�
薬物使用状況を明らかにすることにより� 感染者を対象と
した情報提供及び心理�社会的援助介入プログラムの充実
を図ることを目的とした� また� 移民を対象とした米国政
府のHIV�AIDS政策をHIV感染者の立場から調査するこ
とにより� 在日外国人を含めた日本におけるHIV�AIDS

政策向上の一助とする�

対象と方法

対象はサンフランシスコ� ロスアンジェルス� または
ニュ�ヨ�クに永住権を持って在住�もしくは観光�仕事�
学業等の目的で滞在していた日本国籍を有するHIV感染
者 ,/名である� 対象者は� 日本人HIV感染者サポ�トグ
ル�プまたは ASOの日本人ケ�スマネ�ジャ�及びカウ
ンセラ�を介して募った� また� 米国内で出版されている
日本語新聞に広告を掲載したが応募はなく� 結果としてカ
ウンセラ�を介した対象者のみとなった� インタビュ�実
施期間は +331年 -月から +332年 +,月で� 本研究のため
に訓練を受けた社会科学または公衆衛生学専攻の日本人大
学院生 �男性 ,名� 女性 +名� によってインタビュ�が行
われた�
まず� インフォ�ムドコンセント紙を用いて研究目的及
び内容の説明が口頭で行われ� 対象者の同意後� 半構造化
インタビュ�を匿名で対面 �2人� もしくは電話 �+1人�
にて実施した� 質問項目は� 主任研究員と研究に協力した
カウンセラ�によって研究目的及び経験に基づき作成され
た� 質問項目は対象者の属性� HIV�AIDS関連サ�ビス利
用状況� HIV感染経路� 性的指向� これまでの性行動� 現
在の性生活� コンド�ム使用� 酒�薬物使用� 家族関係及
びソ�シャルサポ�ト� 将来の計画� 日本帰国予定� 現在
状況の満足度である� インタビュ�は平均約 +時間を要
し� 対象者から同意を得た場合に限りテ�プレコ�ダ�に
録音し �+/名�� それ以外の場合はインタビュア�が回答
をできる限り忠実に筆記した�また�インタビュ�終了後�
対象者には研究協力謝金として�+**が支払われた�
録音されたインタビュ�は� インタビュア�以外の研究
員 �+名� によって音訳 �テ�プ起こし� が行われ� インタ
ビュア�が音訳の正確度を確認した� インタビュ�の音訳
及び筆記を基に主任研究員と -人の研究員によってコ�ド
ブックが作成された� 各�のインタビュ�は ,名の研究員
により別�にコ�ディングされた後� 最終的なコ�ディン
グは研究員 ,名の合意のもとに行われた� また� 結果の妥
当性評価のため� リクル�トに協力したケ�スマネ�
ジャ�及びカウンセラ�を通じて対象者からフィ�ドバッ
クを得た� さらに� 結果は研究協力を得たサンフランシス
コの ASOで中間報告として発表し� その妥当性を評価し
た�

結 果

+� 属 性

対象者の基本属性は� 表 +に示した� 研究参加者の平均
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年齢は .*.3歳 �,.歳�/0歳�であり�性別は男性 ,,名�女
性 -名であった�居住地はサンフランシスコ +.名�ニュ�
ヨ�ク 3名� ロスアンジェルス ,名であった� 米国居住平
均年数は +,.0年 �,カ月�,.年�であり�約半数が米国永住
権保持者� 1名が学生ビザ� 他 /人は観光などの短期ビザ
もしくはビザの期限が切れた滞在であった� 最終学歴は高
校卒業が 0*�� 短期大学卒業が -,�� 大学卒業が 2�で
あった� セクシュアル�オリエンテ�ション �性的指向�
については� 約 ,�-がホモセクシュアル �同性愛者�� +�.
がヘテロセクシュアル �異性愛者�� +名がバイセクシュア
ル �両性愛者� と答えた� 現在の婚姻状況は既婚 /名� 離
婚 /名� 未婚 +/名であった� また� 約半数は +人暮し� 1

名はパ�トナ�と同居� 0人はル�ムメイトと住んでいる
と答えた�
,� HIV医療受診状況

現在のHIV医療受診に関する利用状況は� 表 ,に示し
た� 参加者のうち 1名 �,2�� が米国政府や市�州から所
得補助 �Supplemental Security Income : SSI�� 食費援助
�Food Stamps�� 生活援助 �General Assistance : GA� 等の
金銭的援助を受けていた� また� +.名 �/0�� が個人や会
社で民間健康保険を所持していたが� 2名 �-,��は保険が
なく� -名 �+,��が低所得者を対象とした政府および州の
医療補助制度 �Medicaid� のサ�ビスを受領していた �表

,� 付記 +参照��
HIV感染症による入院経験者は /名 �,*�� であり� 現
在投薬治療を受けている者は ,.名 �30�� であった� 治療
薬は AZT� d.T� -TC� ddC� ddI� Indinavir等であり� 漢
方を併用している者もいた �表 ,��
-� サポ�トグル�プ等社会資源活用状況
日本人を対象とした ASOを利用するHIV感染者が求め
るサ�ビスは� 各�のニ�ズによって異なるが� ASOによ
る多面的サポ�トが浮き彫りとなった�
ある女性は �医学的な知識とかも全然ないんで�日本語を話せ

る ASOのスタッフに� 英語で聞くよりもやはり日本語で詳しく

教えて� あと� 請求書が来ますよね� 医者に行ったり� 入院した

り� それとかも全くその医療機関がわかってないんで� 何処にこ

れ送って� 要するに保険を使ってなるべく自分が払わないで済む

ような形での助けとか� あと入院してたときに身体がふらついて

いたんで� ご飯作ってもらったりとか� �介助を� 斡旋してもらっ

たりとか� と ASOサ�ビスの活用状況を述べた� 家計が厳
しい対象者は� 食事や家賃経済的援助のための手続きも
ASOを通じて利用していることが明らかになった�
また� ASOの情報及びきめの細かいサ�ビスが� 日�の
生活支援になっていることも明らかになった� ある女性は
��ASOの人は� 色�なことに詳しいので� 必要としている情報を

くれるんです� 例えば私が子供生まれたら� 普通忙しくなります

よね� そこでこういうサ�ビスがあるからと言って �中略�� ベ

ビ�シッタ�とか派遣してくれるところを紹介してくれて� そこ
にコンタクトもとってくれて� むこうから電話してきてくれて�

もうスケジュ�ル� アポイントメントを決めて� 本当に私はおう
ちにいるだけで良かったんですよ� と答えた� このように�
ニュ�ヨ�ク� サンフランシスコ� 及びロスアンジェルス
に在住する日本人HIV感染者が� ASOを通じてニ�ズに
即した日本語によるサポ�トを得ており� カウンセラ�や

表 + 対象者の基本属性

項 目 平均値�SD��N���

平均年齢 .*.3 � 3.3�
性別 男

女
,,

-

�22��
�+,��

居住地 サンフランシスコ
ニュ�ヨ�ク
ロスアンジェルス

+.

3

,

�/0��
�-0��
� 2��

米国居住平均年数 +,.0 � 1./�
移民�
ビザ状況

永住権
学生ビザ
ビザ無�オ�バ�スティ

+-

1

/

�/,��
�,2��
�,*��

最終学歴 高校
短期大学
大学

+/

2

,

�0*��
�-,��
� 2��

婚姻状況 未婚
既婚
離婚

+/

/

/

�0*��
�,*��
�,*��

居住形態 一人暮らし
パ�トナ�と同居
ル�ムメイトと同居

+,

1

0

�.2��
�,2��
�,.��

性的指向 同性愛 �男�
異性愛 �男�女�
両性愛 �男�

+2

0

+

�1,��
�,.��
� .��

表 , HIV医療受診及び社会的資源�公的援助利用状況

項 目 N ���

健康保険 民間会社
Medicaid

なし

+. �/0��
- �+,��
2 �-,��

公的援助 �SSI, food stamps, GA等�
AIDS Drug Assistant Program �ADAP�
ケ�スマネ�ジメント
サポ�トグル�プ
カウンセリング
家賃の経済的援助
食事の宅配サ�ビス
アルコ�ル�薬物依存回復プログラム
入院経験者
投薬治療者

1 �,2��
,+ �2.��
,+ �2.��
+1 �02��
2 �-,��
. �+0��
. �+0��
+ � .��
/ �,*��

,. �30��
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そのサ�ビスに満足していることが判明した�
現在困っていることとして� 特になし �2名�� 健康 �1
名�� 経済面 �/名�� 仕事及び将来 �.名�� 心理的サポ�
ト �.名�が挙げられた�ある男性は仕事について �一応ね�
やってはいるんですけど� ほとんど活動が出来ない状態なので�

�中略� 前のように健康になって� もう体が倒れるくらい仕事し

て� キャリアに向けて� 考えているのね�� と語った� 一方ある
男性は� �何か近くにいて欲しい時に� �パ�トナ�に� いてもら
えないっていうのは�一緒にいれないっていうのは�まあ�お互い

厳しい� すごく厳しいと思う� と答えた� 対象者のHIV感染
による不安軽減には� さらなる精神的サポ�トが必要であ
ることも明らかになった�
.� 性行動
HIV感染経路HIV感染経路
性感染者のうち� 相手を特定できる者は 1名であり� +.

名はカジュアルセックスからの感染� また ,名はオ�ラル
セックスによって感染した可能性があると答えた� 日本で
の血液製剤による感染者と南米での性感染者以外は� 米国
で感染したと語った �表 -��
ある男性は� HIV感染を知った時の状況を �心理状態とし

てはまさかまさかの状態で�だいぶショックの状態�だったと語
り� HIV感染時期については断定できなかった� また薬物

静注感染と語る男性も� �いつ感染したか判らないから� はっ
きり言えない� と述べた� 一方� 感染初期の自覚症状があっ
た女性は� �+323年の頭ぐらいだと思います� その時に風邪だと

思って +週間ぐらい寝込んだ時に� 身体中に赤い発疹とか出たん

ですよ� 高熱が出て� だからあれって身体の中に入ってきたとき

にそういう症状って出てすぐに消えるってよく書いてありますよ

ね� と語った�
カジュアルセックスで感染した殆どの男性は感染した時
期や相手を正確に特定できず� 感染予防をしないでセック
スをした場所や相手から推測� 回答していた� 例えば� あ
る男性は �まあ ,年間� 2*年に着いて� 2,年の間には� まあ�

いっぱいセックスしていたので� もし自分がうつっているとした

ら� その時期�� 他の男性も ��バ�とか映画館で出会った� ワン
ナイトスタンドだったもんですから� 時期や相手については特
定できないと述べた�
現在の性生活現在の性生活
過去 +年間の性交渉数は表 -に示した� 現在� +/名が交
際中�または同居中のステディ�パ�トナ�がいた�また�
0*� �+/名� の参加者は� 過去 +年間にカジュアルセック
ス �one night stand� があったと答えた �表 -��
セックスパ�トナ�へのHIV感染告知について聞いた

ところ�ステディ�パ�トナ�を持つ +/名中 -名は過去 +

年間誰とも性交渉がなく� +*名は相手が参加者のHIV感
染を知っているが� , 名は未告知であった� カジュアル
セックスをした +/名中 +*名はHIV感染を通常相手に告
知していないと答えた�
感染前と比較して感染後に性交渉が減ったと答えた者は

+,名 �.2�� であった� 性交渉数のみでなく行為そのもの
が変化したという男性は �やっぱり� 他の人にうつしたらいけ

ないっていうのがあるので� あの�� 感染するような行為ってい
うのは� 避けるようにしています� と話した� 一方� セイフ
セックスによって性生活を継続している男性は ��危険な行

為には� ブレ�キをかけて� それ以前で楽しみましょう� と述べ
た�
アナルセックスを伴う性行為に関して� ステディパ�ト
ナ�のいた者の 2-�がコンド�ムを必ず使用していると
答えたが�オ�ラルセックスでのコンド�ム常用者は +2�
であった� �やっぱり相手に感染させたくないっていうのと� 自
分をプロテクトするため� とアナルセックスでは常時コン
ド�ムを使用するが� ��感染の� リスクっていうのは� そんな
に大きくないと思うので� オ�ラルセックスでは使用しない
と答えた者もいた�
セックスパ�トナ�のHIV感染を懸念する者は 3名で�
気にならない者は 1名� どちらでもない又は非回答は 3名
であった� 気にならないと答えた者は� その理由としてコ
ンド�ムを常用する� あるいは感染リスクがほとんどない

表 - 性行動および薬物使用状況

項 目 N ���

感染経路 性的接触 以前のパ�トナ�
相手不明

1 �,2��
+. �/0��

薬物静注使用
輸血
不明

, � 2��
+ � .��
+ � .��

感染国 米国
日本
不明

+2 �1,��
- �+,��
. �+0��

現在ステディパ�トナ�あり +/ �0*��
過去 +年の性交渉 なし

+人
,�/人
0�++人
++�-*人
-+人以上

- �+,��
3 �-0��
/ �,*��
. �+0��
- �+,��
+ � .��

過去 +年のカジュアルセックス経験者 +/ �0*��
薬物経験者 ,* �2*��
使用薬物 �複数回答� マリファナ

コケイン
スピ�ド
ヘロイン
エクスタシ�
その他

+- �/,��
- �+,��
- �+,��
+ � .��
+ � .��
/ �,*��
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行為をするからと答えた�
感染リスクが低いと認識されているオ�ラルセックスで
のコンド�ム常時不使用の理由として� ある男性は� ��コ
ンド�ム使用に関してあらかじめ尋ねているので� 相手がそうや
りたいと思っているんだから� 相手が責任とったことになります

よね� コンド�ム使う使わない �に関しては�� �中略� 僕がそう

いったことで罪悪感を感じる必要はないと思う� と答えた� ま
た� カジュアルセックスパ�トナ�とセイフセックスを超
えた性交渉に及んだ場合� ��危険度の高い行為をするというこ
とは� HIV感染を気にしていないと判断するので� あ�� この人
ポジティブなんだ� と相手に聞かなくても判断するとの回答
もあった�告知しない理由として �相手に逃げられるから�と
答えた者もおり� 対象者のHIV感染の告知状況は� ステ
ディパ�トナ� �2-�� とカジュアルパ�トナ� �01��
で大きな違いがあることが明らかとなった�
/� 薬物使用
参加者の ,*名 �2*�� は薬物使用の経験があり �表 -��
現在薬物を使用している者は /名 �,*�� で� そのうちマ
リファナを常用している者が .名と最も多かった� 飲酒も
しくは薬物使用を伴ったカジュアルセックスの経験者は
++名 �..�� であった�
当時の薬物使用の状況として� �昔のような� ドラッグ�

ハ�ドドラッグをとってセックスした場合� もしかしてコンド�
ム使ってなかったかもしれない�� �大昔スピ�ドが流行ってい
た� �スピ�ドを使うと� 一晩中出来る� あれは自分が怖くなる��
�ドラックの影響によりアンセイフセックスもしていた� との回
答があった� 薬物静注使用経験者 ,名中 +名は� 特定の -�
.人との回し打ち� 時と場所により知らない人とも使用し
た可能性が大きいと述べた� 日本と比較してマリファナ等
の薬物が比較的簡単に入手可能な米国では� 2*�の参加者
に薬物使用経験があり� 薬物影響下の性交渉においてHIV

及び性感染症 �STD� 感染リスクの高い行為を行った者が
いることが明らかとなった�
0� 現在の生活状況
日本にいる家族との関係日本にいる家族との関係

+.名 �/0�� は自らのHIV感染を日本で生活している
家族に伝えておらず� そのうち +*名は将来も伝えるつも
りはないと答えた� 告知しない理由として� 日本への帰国
を望みつつ家族との関係が気がかりな男性は� �やっぱりみ
んなが�がる病気だからね� 知らせなきゃ知らせない方がいい�

と述べた� ある女性は �どの時点で �自分のHIV感染を� 話す

とかそういう具体的な案が自分でも浮かんでこない� 何度も何度

も考えるんですけれども� 心配させたくないというのもあります

し� と述べた� 同様に� ある男性は �別に知ってもらいたくな
い� わざわざアメリカまで来て� その� 病気になったら �家族が�

悲しむじゃないか� と語った�

一方�米国在住の両親に感染を伝えた男性は �もう自分自
身でも支えきれなくなったところ� やっぱり身内の� 何ていうか�

サポ�トが必要になってきて� こぼれ出すように� 自分の話を聞
いてもらった� と語った� また� 日本の両親に手紙で感染を
伝えたという男性は ��両親は� たいぶ衝撃を受けたみたいで

す� やっぱりHIVに加えて自分がうつったことは何故かという

と� ゲイっていうことを言わなくちゃいけないから� それは辛

かったみたいです� �両親との関係は� 今すごく良好です� と述
べ� さらに ��HIV感染を伝えたことは� プラスになったと思い

ます� �中略� 友達とか全部知ってたんですよね� ところが最終的

に親に言ってないっていうのは良くなかった� とも語った� 在
米日本人HIV感染者にとって日本にいる家族への感染告
知において精神的�藤があり� 日本人感染者の文化�社会
的背景を熟知したカウンセラ�による精神的援助がさらに
必要であることが示唆された�
日本帰国に関する考え日本帰国に関する考え
日本帰国に関しては .名が帰国すると答えた� 帰国しな
い理由として� 帰国後のHIV医療�サポ�トプログラム
への懸念 �3名�� 仕事および経済的懸念 �+0名�� HIV感
染者�エイズ患者及び同性愛に対する日本人の偏見や差別
の回避 �+,名� が挙げられた�
帰国しない理由として� �日本でのこの病気の扱いが �薬�

医療の面で� 心配� 日本ではまだ精神�医療的に大変そうである�

この病気は精神面でのサポ�トが重要であり� それが日本ではま
だ期待できそうにない� サンフランシスコには �HIV感染者も�

自分のように働いている人が多く� 日本のように特別扱いではな

い� ここではHIV �感染� と他の人に言えるが� 日本では �周囲

の� 反応が予想もつかない� と述べた�
現在の生活について� 投薬治療への不安を抱えながらも
前向きに生きている参加者がいることも明らかになった�
ある男性は� �自分の今の生き方に満足している� 人に優しく
なった� 生きることの意味がわかってきた� �中略� HIVになる前

は� いつも死にたいと思っていたけれど� 死が身近になったこと

で� もっと大切に生きなければならないと思い� 一日を大切にす

るようになった� と答えた� また� �私� 今� 本当に幸せなんで
すよ� �中略� て言うのはね� この病気になってからね� 人生とい

うことがわかってきた� 一回どん底を見てきたから� いかに一日

を大切に過ごそうかって見えてきた� と答える者もあった�
HIV感染予防のアドバイスHIV感染予防のアドバイス
日本において� セイフセックスの教育が遅れているとの
懸念が挙げられた� ある参加者の日本の友人ではコンド�
ムを常用している人が少なく� ��友達に�何で使わないの�な
んて言ったら� ま� 使うわけないでしょ� って軽く言っていたか

ら�と日本の現状を案じていた�また�米国と比較して日本
の学校教育現場での性およびエイズ教育不足も指摘され
た� なかには� 中学生からの性教育の必要性を強調する者
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もいた�

考 察

本研究は米国在住日本人HIV感染者を対象とした初め
ての調査であり� 質的インタビュ�による探索的研究と言
えよう� 本研究は対象者数が少なく� 対象者の米国滞在平
均年数は +-年�平均年齢は .+歳と高く�また 2*年代後半
から 3*年代前半にかけてサンフランシスコ� ロスアン
ジェルス� ニュ�ヨ�クにて感染した者が多かった� 研究
対象者はこれら -都市の日本人カウンセラ�� ケ�スマ
ネ�ジャ�を介して参加しており� 何らかの形で日本人を
対象とした社会資源を活用している集団であることが特徴
である� そのため米国内の他都市や地方に住む日本人HIV

感染者�最近の感染者�青年�若年層 �+2�-*歳��あるい
は日本人を対象にした ASOの社会資源を活用しなかった
者への本研究結果の一般化は難しいであろう�
質的研究においては� 収集結果の妥当性の評価が要求さ
れる2, 3�� 妥当性を高めるために� 本研究は対象者を米国 -

大都市より募り� その中でサンフランシスコとニュ�ヨ�
クの結果を比較したところ二都市間で顕著な違いのないこ
とが確認された� また� 情報源である対象者に研究員が結
果を直接公開することが不可能であったため �対象者との
連絡は ASOのカウンセラ�を介して匿名で行われた�� 可
能な限りカウンセラ�から結果の妥当性に関しフィ�ド
バックを得た� さらに� 協力を得たサンフランシスコ ASO

のスタッフ会議にて研究結果報告を行うことにより� 内容
の妥当性の確保を行った� しかし� 類似した先行研究がほ
とんどなく� 本結果の先行研究との比較検討及び妥当性評
価は困難であった�
本研究は� 通常サンプリングの困難さが問題となる日本
人HIV感染者を対象とした初めての質的研究であり� 対
象者が日本に比べ米国ではオ�プンである面から可能と
なった意義のある研究といえる�
日本人HIV感染者のアジア系移民間の特殊性日本人HIV感染者のアジア系移民間の特殊性
研究対象者は米国 -都市で募られ� これらの都市では�
日本人ボランティアを中心とした男性同性愛者やHIV感
染者のサポ�トグル�プがあり� 様�なプログラムに参加
することが可能である� その理由は� これらの都市におい
て日本人滞在者が多いだけでなく� 少数民族を対象とした
HIV�AIDS医療�予防プログラムの充実が挙げられよう�
しかし多くの APIを対象にしたプログラムは API中の

多数集団である中国系�フィリピン系アメリカ人を対象に
したプログラムであり� 少数集団である日本人やベトナム
人� タイ人� カンボジア人などを対象にしたプログラムは
極めて少ないのが現状である� つまり米国文化に適応でき

ておらず英語力の乏しい少数アジア系民族にとってこれら
のHIV�AIDS治療�予防プログラムのサ�ビスを受ける
ことは非常に困難であろう� 実際� これらの -都市では日
本人を対象にした特別のアウトリ�チや介入プログラムは
存在せず� 日本語を話せるカウンセラ�や職員がいるのみ
で� ボランティアや ASOから直接経済的援助を受けてい
ないサポ�トグル�プがHIV感染者を支援している� 他
のアジア系少数民族と比べ� 日本人感染者の既存のプログ
ラムへのアクセスは高いと考えられ� 米国文化に適応して
いる日本人が API対象の ASOを利用しないことは十分に
考えられる� API間少数民族 �日本人� タイ人� ベトナム
人等� のHIV�AIDSに関する社会資源へのアクセスの研
究� これら少数民族HIV感染者を対象にしたプログラム
の構築とその危険行動�精神面に与える効果の評価研究が
今後の課題と考えられる�
HIV治療�予防プログラムの利用状況HIV治療�予防プログラムの利用状況
本研究より� 日本人を対象にした特別なプログラムがな
いにも関わらず� 日本人HIV感染者が ASOやボランティ
アを通じて個別的かつきめ細かなサ�ビスを享受し� 満足
している実情が明らかとなった� HIV感染者でも特に英語
力が不充分な者にとっては� 異国で生活しながらHIV治
療を継続していく上でケ�スマネ�ジメント等の ASOの
機能は不可欠なものであることも明らかとなった� ASO

の提供するケ�スマネ�ジメントは� 多岐に渡る米国の社
会保障及び医療制度に関する情報を整理した上で行われる
もので� HIV感染者にとって心強いものである� また� 情
報収集と活用の如何によっては受給可能となる社会保障制
度や� 医療費の支払い方法も地域により異なる米国で� 多
くの ASOがこれらのサ�ビスを網羅しているという専門
性が伺われた�
その理由として� ASOには米国の大学院修士課程を修

了した社会福祉分野の専門知識を持つMSW �Master of

Social Work� の学位保持者が多く勤務し� ケ�スマネ�
ジャ�やクライアントアドボケイト �医療及び社会保障制
度の手続き等の援助� を行うスタッフは十分に教育�訓練
を受けていることが挙げられる� 無論� ASOの各種サ�ビ
ス運営にあたっては� 訓練を受けたボランティアの存在と
行動力は不可欠であり� ボランティアなくしては ASOも
成り立たないことを付言したい�
精神的サポ�トの必要性精神的サポ�トの必要性
対象者の多くはHIV�AIDSに関するサ�ビスの現状に

満足しているにも関わらず� 仕事� 経済� 健康及び精神衛
生上の懸念を訴えていた� 対象者の約 -分の +はパ�ト
ナ�または配偶者と同居しているが� 約半数が一人暮しで
あった� 特にHIV感染者固有の精神的サポ�トにおいて�
サポ�トグル�プやカウンセラ�の担う役割は大きい� 家
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族や友人からのサポ�トについてもインタビュ�で訊ねて
いるが� 今回の報告からは除外した� しかし家族への告知
は各�様�な�藤があり� 約半数は自らの感染を告知して
おらず� そのことからの精神的負担も見受けられた� 対象
者にとって日本にいる家族への告知は社会�文化的に独特
の困難性を伴う �例えば物理的に遠距離にいる者への気遣
いや異文化間の軋轢��そのため�これらの状況に熟知した
カウンセラ�が不可欠となる� また� HIV感染後に必要と
なるあらゆる情報収集が� 感染者本人� カウンセラ�� サ
ポ�トグル�プ参加者の協力によって行われ� 問題を解決
していくことは� 感染者の感染に伴う精神的不安の軽減に
貢献していることが明らかになった�
HIV感染経路�性行動HIV感染経路�性行動
約 .分の +が感染の相手は以前のステディパ�トナ�と
答えたが� 半数以上は相手を特定できず� その理由として
カジュアルセックスにより感染した可能性を示唆してい
た�さらに�対象者の 0*�は過去 +年間にカジュアルセッ
クスの経験があり� その際にはセイフセックスを心がけて
いると語ったが� 2名は過去 +年間に 0人以上と性交渉が
あり� HIV再感染及び他者への感染リスクの高い行為を
行っていることが明らかになった�
また� 本研究はHIV感染者を対象とした先行研究同様�
セックスパ�トナ�への感染告知については� ステディ
パ�トナ�には伝えてもそれ以外のパ�トナ�へは話さな
い+*�という結果を裏付けるものであった�
現在� カジュアルセックスにおいてHIV感染者に限ら

ず� 自分の性感染症の有無を性交渉相手に話すという状況
は少ない� 何故ならカジュアルセックスでは� 相手との関
係の継続よりむしろ性行為を楽しむことが優先されている
からであろう� 対象者の一人が語ったように� アナルセッ
クスには必ずコンド�ムを使用し� 感染リスクの高い行為
は行っていないため告知する必要がないというのは正論か
もしれない� しかし多くの参加者がカジュアルセックス
パ�トナ�から感染しており� カジュアルパ�トナ�との
セイフセックスは必ずしも容易ではない� また� カジュア
ルパ�トナ�間でのHIV感染告知の可能性や信憑性は低
く� 感染告知が必ずセイフセックスにつながるということ
も解明されていない� 上記のことを考慮すると� 感染予防
上� パ�トナ�間の感染告知の有無に関わらず� 各個人が
STDリスク削減の知識やスキルを取得し �コンド�ムの正
しい使用法や交渉法等�� セイフセックス実行の自己効力
感を高め� かつコンド�ム使用の社会規範を広げることが
さらに重要であろう++��
先行研究において� コンド�ムを使用しない理由とし

て� 性的興奮がさめる� コンド�ムに対する否定的印象�
飲酒�薬物使用� セックス現場におけるコンド�ムの入手

の困難性�不便さ+,�+/�等が挙げられている� また� アンセ
イフセックスは� セックスパ�トナ�との親密さやロマン
スの表現の手段+0�であるとも考えられており� ステディな
パ�トナ�とのコンド�ムの使用率はカジュアルパ�ト
ナ�と比べると低く+1�� 本研究でも約 .分 +はステディ
パ�トナ�からの感染であることがわかった� カジュア
ル�ステディパ�トナ�各�に対し� HIV感染者のコン
ド�ム使用に関わる心理的背景� 相手との力関係� 性交渉
の場所等の社会的背景を含めた包括的な調査研究が今後必
要であろう�
オ�ラルセックスにおける感染予防行動オ�ラルセックスにおける感染予防行動
本研究で� 感染経路に関して特筆すべきことは� ,名が
オ�ラルセックスによりHIVに感染したと答えているこ
とである� 予防対策をしないオ�ラルセックスはHIV�
STD感染のリスクがあるという議論が近年あり+-, +2�� 無防
備なアナルセックスといった危険行動は減少してきている
が� 比較的リスクの低いオ�ラルセックスは増加してい
る+3�� 今後はアナルセックス時のみのコンド�ム使用を啓
発するだけでなく� STD感染の可能性も考慮した上でオ�
ラルセックス時のセイフセックス �コンド�ム使用� も普
及していく必要性が示唆された� 本研究においても� オ�
ラルセックス時におけるコンド�ム使用は� 膣性交及びア
ナルセックス時のコンド�ム使用より低率であった� これ
は� 対象者も述べていたように� オ�ラルセックスによる
HIV感染の可能性はかなり低いと認識されているからで
あろう�

+32*年代後半から 3*年代の米国におけるHIV予防啓
発�介入の中で� 膣性交及びアナルセックスを伴う性行為
にはコンド�ムを使い� オ�ラルセックスはより安全な
セックスであるという情報が多く流され� その影響が確実
に浸透している結果であると言える� 本研究においてHIV

感染者から �自分ではセイフセックスをしていたにもかか
わらず �オ�ラルセックスで� 感染した� という回答が
あったことは� HIV感染予防研究に携わる者が今後充分考
慮しなけらばならない点であろう�
薬物使用後の感染危険行動薬物使用後の感染危険行動
薬物入手が比較的容易な米国において� 今回の参加者で
マリファナなどの薬物使用経験者は多く� 酒�薬物影響下
における性交渉経験者が ++名いた� 飲酒�薬物使用とア
ンセイフセックスとの関連性は幾つか報告もあることか
ら,*�,,�� 米国在住日本人や米国渡航を予定している日本人
を対象にした薬物使用予防教育をHIV�STD感染予防啓
発�介入と同様に進めていく必要性が示唆された�
参加者の ,名は薬物静注経験があり� 米国内の多くの都
市には薬物静注者を対象にHIV感染リスク削減 �harm re-

duction�を目的とした注射器の無料交換プログラムがある
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が� 薬物静注者間のHIV感染者数は未だ増加傾向であ
る+�� また� 日本国内での覚醒剤� エクスタシ�� マリファ
ナ使用などの薬物使用が若年層で急増している近年,-, ,.��
薬物使用と性交渉の関連� コンド�ム使用状況の解明を目
的とした調査が今後期待される�
今後の研究及び介入プログラムへの示唆今後の研究及び介入プログラムへの示唆
日本においてもHIV感染者が障害認定の対象とされる

ようになり� HIV感染者を取り巻く日本の医療�社会資源
環境も向上している� 対象となった米国三都市の医療体制
及びHIV感染者が活用できる社会保障制度は様�であり�
その選択肢は数多く� 市民権や永住権� ビザ状況に関わら
ずHIV感染者に治療の機会を提供している� 医療現場に
おいて国籍等による患者選別はなく� 早期発見�早期治療
を希望する全ての者を受容することから� 結果としてHIV

感染拡大を防ぐと同時に予防に資する体制であるとも言え
る� 日米間における移民を対象としたHIV�AIDS治療�
予防に関する政策の検討及び長期的な疫学及び経済的効果
の研究が今後待たれる�
米国永住権保持の日本人HIV感染者� また仕事�留

学�観光を目的として滞米する日本人HIV感染者を対象
にした研究は皆無であり� 米国移民間でのHIV感染者の
研究報告も数少ない� しかし現在の米国では� API米国人
や移民数が急激に増加しており� API米国人を含め米国少
数民族間 �アフリカ系�スペイン系米国人� のエイズ症例
およびHIV感染者数も増加傾向にある�そのため�日本人
を含め API米国人及び移民を対象としたさらなる研究が
待たれるところである� 特に� HIV感染は各�の文化的�
社会的背景が大きく影響する性交渉や薬物使用から拡大し
ており� 出生地や人種� 性的指向� ソ�シャルネットワ�
ク� 民族�地域文化� 社会�医療制度といった多くの要因
を考慮した予防啓発�教育� 予防介入が必要である,/��

結 論

本研究は� 米国在住日本人HIV感染者を対象にインタ
ビュ�を行った初めての質的調査である� 対象者は米国の
HIV医療や医療保険に満足していたが� さらなる精神的サ
ポ�トを必要としていることが明らかとなった� また�
オ�ラルセックス及びカジュアルセックスでのコンド�ム
使用を広く啓発していくことがHIVのみならず STD感染
予防に資することも示唆された� さらに米国と日本の
HIV�AIDS医療体制を比較� 今後の介入プログラム構築の
検討も行った�
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付記 +

米国におけるHIV感染者を取り巻く医療体制と社会資源米国におけるHIV感染者を取り巻く医療体制と社会資源
米国の医療体制及びHIV感染者が活用できる社会保障

制度の一部を紹介する� サンフランシスコ� ロスアンジェ
ルス� ニュ�ヨ�ク市など米国大都市におけるプログラム
は� HIV感染者に市民権や永住権� ビザ状況を問うことな
く治療やケアの機会を提供している�
AIDS Drug Assistance Program(ADAP) エイズ治療薬補助
プログラム
このプログラムは� 比較的治療費がかからなく� 低所得
者のHIV感染者に対して援助されるものである� 出資は
連邦政府予算であり� Ryan White Care Actを通じて支払
われる� しかし� 受給とみなされる所得基準や治療内容�
治療薬の基準等は各州のこのプログラムへの出資状況によ
り異なる� よって補助プログラムの内容も各州によって異
なるのが現状であり� 全米において画一化されたものでは
ない�
カリフォルニア州においては� HIV感染もしくはエイズ
と診断され� +2歳以上� カリフォルニア州の住民であり�
州の貧困水準の .**� �年収�1,23*以下� である年収
�-+,/0*以下の者が受給対象者となる� 年収の基準を上回る
収入がある場合は� 年収スライド方式により治療費を一部
負担しなければならない� +330年には全米で 2*,***人が
ADAPの補助を受けたと見積もられ� 全米においては
+.*,***人	,2*,***人が ADAPの適用基準にあてはまる
と考えられている�

The Journal of AIDS Research Vol. / No. + ,**-

� ,/ �,/



Medical and Social Service Utilization and HIV-Related Sexual and

Drug Use Behaviors among Japanese Nationals Staying in the U.S.
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Objectives : In order to improve HIV/AIDS care and intervention programs at AIDS

service organizations (ASOs), this study investigated the utilization of medical and social

service programs and HIV-related risk behaviors in social and cultural contexts among

Japanese nationals in the U.S., who were infected with HIV.

Methods : ,/ Japanese nationals with HIV were recruited in San Francisco, Los Angeles,

and New York City through Japanese counselors at ASOs. After obtaining informed

consent, participants were interviewed in-person or by phone anonymously, using a semi-

structured qualitative questionnaire.

Results : Most participants had been provided with AIDS-related medical care (e.g., AIDS

Drug Assistance Program) and other social services, even though they had neither U.S.

citizenship nor permanent residency. Although they were satisfied with the services being

provided, they expressed needs for psychological support. Eighty percent of the participants

reported that they were infected with HIV through sexual contact from primary or casual

partners. Sixty percent of the participants had had sex with casual partners in the previous

year ; however, two thirds of them did not reveal their HIV status to them. Most of the

participants (2- percent) reported always using condoms with steady partners for anal sex,

but less for oral sex (+2 percent). Forty-four percent had had casual sex under the influence

of alcohol or drugs. More than half of the participants expressed their concern about support

systems, and prejudice and discrimination against people with HIV in Japan.

Conclusions : Japanese nationals with HIV in three major cities in the U.S. were satisfied

with HIV/AIDS-related services ; however, they reported needs for further psychological

support. Future research should investigate social, cultural, and environmental contexts that

facilitate safe sexual behaviors (e.g., condom use for oral sex) among Japanese nationals with

HIV as well as other API immigrants with HIV in the U.S.

Key words : HIV positive, medical care, social service, sexual behavior, drug use
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